
所長
(統責者）

1 2 3

可能性 重大性 危険度

（1・2・3） （1・2・3） 可+重

1 2 2 4

2 1 2 3

3 2 1 3

年令 有資格名 年令 有資格名 年令 有資格名

作業予定及びＫＹ報告書 担当 担当

（仮称）〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇　PJ 新築工事

業者名　　　〇〇〇〇建設㈱　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　西暦　2020年　　○○　月　　○○　日　（　月　）

今日の作業内容 ２階型枠材搬入及び壁建込作業 足場使用の有無
有 無

有の場合裏面記入

危険性又は有害性の評価と危険度・除去・低減対策の検討基準

可能性+重大性＝
危険度（リスク）

可能性
危険度 除去・低減対策の検討基準

ほとんどない
可能性があ

る
極めて高い

リスクの
見積り

評　　価
優先度

（リスクレベル）
判　　断

注意しなくて
もほぼ負傷し

ない

注意していな
いと負傷する

よほど注意
力がないと
負傷する 6 直ちに解決すべき問題がある 5 即座に対策が必要

1
問題

は少ない
多少問題
はある

かなり問題
がある

極めて重大なもの
死亡・重大災害 3

かなり問題
がある

重大な問題
がある

直ちに解決
すべき問題

5 重大な問題がある 4 抜本的な対策が必要

重大なもの休業
4日以上 2

多少問題
はある

かなり問題
がある

重大な問題
がある

4 3 何らかの対策が必要

3 多少問題がある 2 現時点では必要なし

2 問題が少ない 1 対策の必要なし

番
号

今日の作業にどんな危険があるか(○○作業をする時△△が□□
になる)　（必ず3項目具体的に記入）

私たちはこうする○○作業する時は△△を××する）※具体的に記入
（例：足元注意するのみでは不十分どうゆう作業する時はどうすると記入する。）

重
大
性

軽微なもの休業
3日以下

かなり問題がある

タワークレーンにて資材搬入時の接触事故 タワークレーン作業時は運転者と玉掛け者と合図を確認を行う。

外部足場からの墜落 足場作業をする時は安全帯を着用し確実に使用する。

作業時熱中症により倒れる 作業をする時熱中症にならない為に塩分・水分を取りこまめに休憩を行う。

本日のワンポイント呼称 周囲確認で良いか周囲確認ヨシ！！ 例：〇〇〇〇ヨシ！！

氏名 氏名 氏名

参加者の直筆サイン
(フルネーム必須）

職）　　　砂田　太郎
35　才

ク 5）
才

9）
才

2）　　　　砂田　次郎
30　才

玉 6）
才

10）
才

3）　　　　砂田　三郎
25　才

溶 7）
才

11）
才

4）
才

8）
才

作業時報告
本日の作業を無事終了しました。作業員全員の点呼を行い、怪我や病気が無い事を確認しまし
た。

※作業終了後　　終礼を行い作業員の無災害・健康状態を確認し、職長が報告とともに事務所へ提出する事。

12）
才

※　上記　発熱、咳、けん怠感がある場合は職長、ｽﾅﾀﾞ職員に報告の上直ちに帰宅し療養する事！！！

本日の有資格者サイン 誓約書記入の事 要望欄　現場に対する要望等があれば記入して下さい。

※対策安全指示の確認は元請がする。新規入場者（当工事現場）の方は新規入場者教育を受け、ｱﾝｹｰﾄ及び教育記録を提出。

職長
サイン 砂田　太郎 必ず作業終了後に

サインの事

年齢

有資格名        （例：
ｸﾚｰﾝ=ク、玉掛=玉、

溶接=溶　他)

玉掛者、合図者　サイン 砂田　次郎

揚重機運転者　　サイン 砂田　太郎

②危険度が高い順に
記入する事

① 協力業者（職長、
安全衛生責任者）が
記入 作
業員全員で話し合い
をする事

③リスク数値は作業
員全員で決める （可
能性+重大性）

④その日に取り組む
危険作業に呼称する

⑤職）のところにその
日の職長が名前を記
入する。
氏名記入欄足りない
場合は２枚に分ける

⑥ﾀﾜｰｸﾚｰﾝ使用する

業者は必ず誓約書を

毎日記入し玉掛け・

合図者・運転者を決

める。（同一者不可）

⑦必ず作業終了に怪
我等無いことを確認し
サインをし提出するこ
と


